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様式２ 

 

生産行程管理業務規程 

 

作成日 平成 30 年 12 月 27 日 

更新日 令和 ５年 ４月 １日 

 

１ 作成者 

住所（フリガナ）：（〒960-1492）福島県
フクシマケン

伊達郡
ダ テ グ ン

川俣町
カワマタマチ

字
ア ザ

五百
ゴヒャク

田
ダ

30 

名称（フリガナ）：川俣
カワマタ

シャモ 振興会
シンコウカイ

 

代表者（又は管理人）の氏名及び役職：会長 佐久間 清 

ウェブサイトのアドレス： 

 

２ 農林水産物等の区分   

区分名：第２類 生鮮肉類 

区分に属する農林水産物等：家きん肉（鶏肉、その内臓肉、かわ、がら及びなんこつ） 

 

３ 農林水産物等の名称 

名称（フリガナ）：川俣
カワマタ

シャモ、Kawamata Shamo 

 

４ 明細書の変更 

川俣シャモ振興会（以下、「振興会」という。）は、法第 16 条第１項の変更の登録を受

けたときは、当該変更の登録に係る明細書の変更を行うものとする。 

 

５ 明細書適合性の確認 

（１）素雛の確認 

ア 生産者は、「川俣シャモ管理カード」及び「譲渡通知書」により以下の内容を確認

及び記録する。 

(ｱ) 「譲渡通知書」により、産卵・孵化に使用する親鶏は福島県農業総合センター

から供給を受けたものであることを確認する。 

(ｲ) 「川俣シャモ管理カード」により、素雛の品種及び川俣町内の孵化業者から供

給を受けたものであることを確認する。 

(ｳ) 生産者は、(ｱ)及び(ｲ)に基づく素雛の管理について、「川俣シャモ管理カード」

及び「飼養管理記録」に記録のうえ、振興会に提出する。 

イ 振興会は、生産者から提出を受けた「川俣シャモ管理カード」及び「飼養管理記

録」により、生産者における素雛の使用が遵守されていることを確認する。 

（２）飼育方法の確認 

ア 生産者は、飼育期間中、鶏舎内の気温、流水状況、飼育状況及び風通しなどの飼

育管理について、「飼養管理記録」に記録し、出荷時に振興会へ提出する。 
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イ 振興会は、生産者から提出された「飼養管理記録」により、生産者における飼育

管理が遵守されていることを確認するとともに、年１回現地調査を実施する。 

（３）最終製品の確認 

ア 最終製品の確認については、振興会が指定の食鳥処理業者（以下「指定業者」と

いう。）に委託する。 

イ 指定業者は、生産者が出荷する際に提出した「川俣シャモ管理カード」により、

出荷日齢を確認するとともに、「川俣シャモ」の最終製品が、明細書に記載された形

態である鶏肉、その内臓肉、かわ、がら及びなんこつ（以下「鶏肉等」という。）で

あることを確認する。 

ウ 振興会は、指定業者から生産者に発行される肉用鶏の「計量票」、「生鶏内訳」を

受け取り、振興会が確認を行う。 

 

６ 明細書適合性の指導 

（１）振興会は、生産者及び食鳥処理業者（以下「生産者等」という。）が、明細書に記載

された素雛の使用、飼育方法及び最終製品の確認を遵守していない場合、生産者等に

対し警告を発し、是正を求める。 

なお、是正を求めたにも関わらずこれに従わない場合、振興会は生産者等からの肉

用鶏の出荷を受け入れないこととする。 

（２）振興会は、少なくとも年に１回、生産者に対し、総会等において講習会の機会を設

け、明細書に記載された内容（素雛、生産地、飼育方法）の各基準を遵守するよう周

知徹底を図る。 

 

７ 地理的表示等の使用の確認 

（１）振興会は、株式会社川俣町農業振興公社（以下「公社」という）又は指定業者にお

いて、明細書に記載された農林水産物等の生産の方法に従い生産された鶏肉等に、地

理的表示である「川俣シャモ」及び登録標章が使用されているか否かを確認するとと

もに、地理的表示である「川俣シャモ」及び登録標章を使用している商品及び梱包表

示についても確認する。 

（２）また、出荷の際には、以下の鶏肉等があるか否かを確認する。 

ア 明細書に記載の基準を満たしていない鶏肉等であるにもかかわらず、地理的表示

である「川俣シャモ」及び登録標章が使用されている鶏肉等 

イ 地理的表示である「川俣シャモ」のみが使用されている鶏肉等 

ウ 登録標章のみが使用されている鶏肉等 

エ 地理的表示である「川俣シャモ」に類似する表示又は登録標章に類似する標章が

使用されている鶏肉等 

 

８ 地理的表示等の使用の指導 

（１）振興会は、以下に該当する場合は、公社又は指定業者に対し警告を発し是正を求め

る。なお、警告を受けたにもかかわらずこれに従わない場合には、製品の出荷を禁止

する。 
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ア 明細書に記載された生産の方法を満たしていない鶏肉等であるにもかかわらず、

地理的表示である「川俣シャモ」及び登録標章が使用されている場合 

イ 地理的表示である「川俣シャモ」のみが使用されている場合 

ウ 登録標章のみが使用されている場合 

エ 地理的表示である「川俣シャモ」に類似する表示又は登録標章に類似する標章が

使用されている場合 

（２）振興会は、定期的に開催する総会や勉強会において、公社に対し地理的表示等の適

正な使用及び記録の作成等について、周知徹底を図る。 

 

９ 実績報告書の作成等 

振興会は、４月１日から翌年３月 31 日までを１年度として、年度終了後２か月以内に

以下の書類を作成し、農林水産大臣に提出するものとする。 

（１）特定農林水産物等審査要領別添５「生産行程管理業務審査基準」別紙により作成し

た生産行程管理業務実績報告書 

（２）生産行程管理業務の対応実績が分かる以下の資料 

 振興会が作成した検査記録（地理的表示等の使用状況の記録を含む） 

（３）提出時における最新の明細書 

（４）提出時における最新の生産行程管理業務規程 

 

10 実績報告書等の保存 

振興会は、前記９により作成、提出した書類に加えて、以下の書類を、振興会の事務

所に、その提出の日から５年間保存するものとする。 

① 譲渡通知書 

② 川俣シャモ管理カード 

③ 飼養管理記録 

④ 食鳥処理業者より提出された計量票及び生鶏内訳 

 

11 連絡先 

 

 

     

 

 




